
 

 

 

 

 
 

 

 

那加三小の子は「表現の木」を大切にしています 

那加第三小学校では、「表現の木」という掲示が全学級に掲示してあります。これは令和に入ってか

ら、那加三小全体、つまり全学年で『聞くことや話すこと』を大切にしようとして取り組んできた掲示

物です。 

現在のスタイルに整ったのが令和３年

度ですので、今年で４年目になります。 

「表現の木」は、那加三小にしかない

オリジナルであり、子どもたちにとって

親しみがあります。 
 

「友達の話をしっかり聞きましょう。」 

「友達によく分かるように話しましょ

う。」 

 

そう目当てを立てても、何をがんばる

とよいのか子どもたちは分からないこと

が実際でした。そこで考えたのが、具体

的にどうがんばればよいのか、ひとめで

見てわかる教室の掲示物をつくることで

あり、それが「表現の木」でした。 

 

目標が段階的にしてあり、上に行くほ

どよりよい聞く力、話す力になっていま

す。「表現の木」には、樹木が生長するよ

うに、子どもたちの学力が育ってほしい

という願いが込められています。 

 

 

那加三小の子どもたちは、素直に学習に向かって、がんば

る子どもたちです。 

 

今日も各学級で、「表現の木」に向かって、分かりやすく発

表をしたり、体を向けてしっかり友達の話を聞いたりする姿

を見ることができます。 

（文責 校長 加藤浩幸）    
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Ｒ７．１．２４ 
学校の教育目標 「かしこく ゆたかに たくましく」 

←学校ホームページで、子ども達の姿をご覧ください http://edu-kakamigahara.com/naka3sho/ 
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